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「
対
象　

ど
な
た
で
も
」

「
定
員　

特
に
な
し
」

「
費
用　

無
料
」
の
場
合
は

　

記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
あ
わ
せ
て

開
催
し
ま
す
。
甘
い
音
色
を
皆
さ
ん

に
お
届
け
し
ま
す
。

と
き
／
内
容
▼
２
月　

日�
／
「
ギ

１２

タ
ー
・
声
楽
・
ピ
ア
ノ
」（
出
演　

安

城
音
楽
協
会
）、２
月　

日�
／
「
マ

１３

リ
ン
バ
」（
出
演　

Ｓ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
）　

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前　

時
・
午

１１

後
２
時　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
フ

ロ
ー
ラ
ル
プ
レ
イ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
広

場　問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）

■
「
や
す
ら
ぎ
の
木
工
展
お
も
ち
ゃ

か
ら
オ
ブ
ジ
ェ
ま
で
」

　

木
の
お
も
ち
ゃ
や
木
馬
、
飾
り
棚
、

民
芸
家
具
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
作
品
約　

点
を
展
示

１００

し
ま
す
。
木
の
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る

展
示
会
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
２
月
１
日�
〜
３
月
６
日�

問
い
合
わ
せ
▼
デ
ン
パ
ー
ク（�
〈　

〉
９２

７
１
１
１
）

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
に
押
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
小
物
が
作
れ
ま
す
。

と
き
▼
２
月
５
日�
・
６
日�
午
前

　

時　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ

１０ブ
ハ
ウ
ス　

講
師
▼
長
谷
川
は
る
子

氏　

定
員
▼　

人（
当
日
先
着
順
）　

１００

参
加
費
▼　

円
か
ら（
入
園
料
別
途
）

５００

問
い
合
わ
せ
▼
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（�
〈　

〉７
１
１
２
）へ

９２

　

ハ
ー
ト
型
の
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
、

す
て
き
な
人
へ
贈
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
２
月
６
日�
・　

日�
・　

１１

１２

日�
・　

日�
の
い
ず
れ
も
午
後
１

１３

時
・
２
時　

分　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ

３０

ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス　

定
員
▼
各　
４８

人（
先
着
順
）　

参
加
費
▼　

円（
入

５００

園
料
別
途
）　

申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
▼
当
日
午
前
９
時
か
ら
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１
２
）へ

９２

（
電
話
受
け
付
け
不
可
）

　

白
木
の
お
も
ち
ゃ
に
ペ
イ
ン
ト
し

よ
う
。

と
き
▼
２
月　

日�
・　

日�
午
前

１２

１３

　

時　

と
こ
ろ
▼
デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ

１０ブ
ハ
ウ
ス　

講
師
▼
マ
イ
ウ
ッ
ド　

定
員
▼　

人（
当
日
先
着
順
）　

参
加

１００

費
▼　

円
か
ら（
入
園
料
別
途
）　

５００

問
い
合
わ
せ
▼
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（�
〈　

〉７
１
１
２
）へ

９２

　

デ
ン
パ
ー
ク
で
「
春
の
息
吹
」
を

撮
っ
て
み
よ
う
。

と
き
▼
①
３
月　

日�
、
②
３
月　

１１

２５

日�
の
全
２
日
間
コ
ー
ス
で
い
ず
れ

も
午
前　

時
か
ら　

と
こ
ろ
▼
①
デ

１０

ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
②
デ
ン

パ
ー
ク
館　

講
師
▼
鶴
田 
郁  
夫 
氏　

い
く 
お

内
容
▼
①
講
義
及
び
撮
影
実
習
、

②
現
像
し
た
写
真
作
品
の
講
評
と
指

導　

定
員
▼　

人（
先
着
順
）　

参
加

２５

費
▼
２
０
０
０
円（
入
園
料
、
写
真

現
像
代
別
途
）　

対
象
機
材
・
持
ち

物
▼
レ
ン
ズ
付
き
フ
ィ
ル
ム
、
コ
ン

パ
ク
ト
カ
メ
ラ
、
一
眼
レ
フ
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に

つ
い
て
は
パ
ソ
コ
ン
処
理
は
し
ま
せ

ん
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

２
月　

日�
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

１１

同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス（�
〈　

〉７
１
１

９２

２
）へ

催
し

講
座

・

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ク
ッ
キ
ー

教
室

押
花
教
室

デ
ン
パ
ー
ク
バ
レ
ン
タ
イ
ン

ス
イ
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ォ
ト
マ
ス
タ
ー
に
よ
る

写
真
講
座

デ
ン
パ
ー
ク
企
画
展
示
会

木
工
教
室

■「中部国際空港と鉄道アクセス」講演会
●と　き ２月１０日�午後２時
●ところ 市教育センター大研修室
●講　師 須田寛氏（東海旅客鉄道㈱相談役）

ひろし

●演　題 「開港までの１０年とこれから・・・」
●主　催 中部国際空港連絡鉄道建設促進協議会

◆問い合わせ 企画政策課◆

中部地方の空の玄関「中部国際空港」が２月１７
日�に開港します。国際線・国内線一体の空港で、
安城市からはより身近に、より利便性が高くなり
ます。

◆問い合わせ 企画政策課◆

　

■三河安城駅前から直通バスが運行します

中部国際空港の開港にともない、民間バス会社
による三河安城駅前から空港への直通バス（安城
空港線）の運行が開始されます。
１時間に１本、高棚（ほかに高浜・半田市内）を
経由して所要時間６０～７５分で空港に到着します。
●運行開始 ２月１７日�
●停　留　所 三河安城駅前：新幹線駅北口（ＭＡ

パーク前）、高棚：高棚交差点付近
●料　　金 １４００円（三河安城駅前～中部国際空港）

いよいよ中部国際空港が開港します

安城空港線時刻表（予定）
三河安
城駅前高棚中部国

際空港
中部国
際空港高棚三河安

城駅前
９：３９９：２０８：３５７：０５６：１９６：０５
１０：３４１０：２０９：３５８：２０７：１９７：０５
１１：３４１１：２０１０：３５９：１５８：１９８：０５
１２：３４１２：２０１１：３５１０：１０９：１９９：０５
１３：３４１３：２０１２：３５１１：０５１０：１９１０：０５
１４：３４１４：２０１３：３５１２：０５１１：１９１１：０５
１５：３４１５：２０１４：３５１３：０５１２：１９１２：０５
１６：３４１６：２０１５：３５１４：０５１３：１９１３：０５
１７：４４１７：２０１６：３５１５：０５１４：１９１４：０５
１８：４４１８：２０１７：３５１６：０５１５：１９１５：０５
１９：３４１９：２０１８：３５１７：１０１６：１９１６：０５
２０：３４２０：２０１９：３５１８：１５１７：１９１７：０５
２１：３４２１：２０２０：３５１９：１５１８：１９１８：０５
２２：３４２２：２０２１：３５
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■
体
験
講
座

「
い
が
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ
く
ろ
う
」

と
き
▼
２
月　

日�
午
前
９
時　

分

２６

３０

〜
正
午　

と
こ
ろ
▼
同
館
体
験
学
習

室　

講
師
▼
神
谷 
文  
子 
氏　

定
員
▼

ふ
み 
こ

　

組（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
組　

２０

５００

円　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２

月
４
日�
午
前
９
時
か
ら
同
館（�

〈　

〉６
６
５
５
）へ

７７■
体
験
講
座

「
お
こ
し
も
の
を
つ
く
ろ
う
」

と
き
▼
３
月
５
日�
午
前　

時
〜
正

１０

午　

と
こ
ろ
▼
同
館
体
験
学
習
室　

講
師
▼
石
川 
敏  
子 
氏　

定
員
▼　

組

と
し 
こ

２０

（
先
着
順
）　

参
加
費
▼
１
組　

円　
４００

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２
月　
１１

日�
午
前
９
時
か
ら
同
館（�
〈　

〉
７７

６
６
５
５
）へ

■
歴
博
講
座

「
市
史
現
代
部
会
の
視
点
か
ら
」　

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
２
時　

と

１２

こ
ろ
▼
同
館
講
座
室　

講
師
▼
岩
崎

 
正  
弥 
氏（
愛
知
大
学
助
教
授
）

ま
さ 
や

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
芸
術
課（
同
館

内
／�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

　

南
部
地
区
及
び
公
民
館
自
主
グ
ル

ー
プ
の
皆
さ
ん
の
年
に
一
度
の
発
表

会
で
す
。
多
数
の
ご
来
館
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
前
９
時　

分

１３

１５

〜
午
後
４
時
ご
ろ　

演
目
▼
民
謡
・

詩
吟
・
舞
踊
・
大
正
琴
な
ど　

問
い
合
わ
せ
▼
南
部
公
民
館（
農
村

セ
ン
タ
ー
／�
〈　

〉３
５
２
１
）

９２

■
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　

簡
単
な
運
動
を
楽
し
く
行
う
体
験

会
で
す
。「
最
近
、
運
動
を
し
て
い
な

い
な
ぁ
」
と
思
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
３
月　

日�
午
後
１
時　

分

１６

３０

〜
３
時　

と
こ
ろ
▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ア
リ
ー
ナ
ほ
か　

対
象
▼　

歳
６０

以
上　

定
員
▼　

人（
先
着
順
）　

参

１０

加
費
▼
施
設
使
用
料
の
み　

持
ち
物

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
・
室
内
シ

ュ
ー
ズ　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
２
月
８
日�
午
前
９
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉３
５
４
５
）へ

７５

（
電
話
予
約
可
）　

■
今
日
か
ら
始
め
る
の
ん
び
り
水
中

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
会

　

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
が
あ

る
人
や
、
こ
れ
か
ら
始
め
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
る
人
に
最
適
な
体
験
会

で
す
。

と
き
▼
３
月　

日�
午
後
１
時
〜
２

１７

時
・
午
後
７
時
〜
８
時　

と
こ
ろ
▼

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル　

対
象

▼　

歳
以
上　

定
員
▼
各　

人　

参

１８

２０

加
費
▼
施
設
使
用
料
の
み　

持
ち
物

▼
水
着
・
水
泳
帽
子　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
２
月
８
日�
午
前
９

時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー（�
〈　

〉３
５

７５

４
５
）へ（
電
話
予
約
可
）

　

市
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
２
月
５
日�
午
後
２
時　

と

こ
ろ
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
マ
ツ
バ
ホ
ー

ル　

内
容
▼
交
通
指
導
員
表
彰
、
交

通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

式
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
安
全
課

　

県
司
法
書
士
会
西
三
河
支
部
で
は
、

相
続
に
関
す
る
講
座
と
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
市
民
公
開
講
座

と
き
▼
２
月
５
日�
午
前　

時
〜　

１０

１１

時　

分　

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
大
会

３０
議
室　

テ
ー
マ
▼
相
続
と
遺
言
の
は

な
し　

定
員
▼　

人（
当
日
先
着
順
）

１８０

■
無
料
相
続
相
談
会

と
き
▼
２
月
５
日�
午
前　

時
〜
午

１０

後
３
時　

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
第
４

議
室　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

電
話
で
県
司
法
書
士
会
西
三
河
支
部

（�
０
５
６
４〈　

〉０
２
４
６
）へ

５８

　

安
城
・
碧
南
・
刈
谷
・
知
立
・
高

浜
市
に
在
住
・
在
勤
の
人
な
ら
、
い

ず
れ
の
講
習
会
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
普
通
救
命
講
習
会

と
き
▼
２
月　

日�
午
前
９
時
〜
正

２０

午　

と
こ
ろ
▼
知
立
消
防
署　

内
容

▼
心
肺 
蘇  
生 
法（
気
道
確
保
、
人
工

そ 
せ
い

呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、止
血
法

な
ど　

定
員
▼　

人（
先
着
順
）　

２０

■
上
級
救
命
講
習
会（
２
日
間
講
習
）

と
き
▼
①
２
月　

日�
午
前
９
時
〜

２６

正
午
、
②
２
月　

日�
午
前
９
時
〜

２７

午
後
３
時　

と
こ
ろ
▼
刈
谷
消
防
署

内
容
▼
心
肺
蘇
生
法（
気
道
確
保
、人

工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、止
血

法
、
外
傷
の
手
当
て
な
ど　

定
員
▼

　

人（
先
着
順
）

２０申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
い
ず
れ

も
２
月
５
日�
午
前
９
時
か
ら
各
署

救
急
係（
知
立
消
防
署�
〈　

〉４
１

８１

４
４
、
刈
谷
消
防
署�
〈　

〉１
２
９

２３

９
）へ

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
催
し

歴
史
博
物
館
の
催
し

救
命
講
習
会

交
通
安
全
市
民
大
会

南
部
公
民
館（
農
村
セ
ン
タ
ー
）

芸
能
発
表
会

司
法
書
士
会
の
市
民
公
開

講
座
と
無
料
相
続
相
談
会

入居時家賃月額間 取 り建  年 住宅名／部 屋 番 号

　７，６００～
１６，７００円２ＤＫＳ４５※広畔（安城町）／１９　

　��������（��������）

２０，５００～
４５，０００円３ＤＫＳ５９小川（小川町）／Ｂ-２０３

�����（���������）

２２，５００～
４９，５００円３ＤＫＨ１新田北（新田町）／Ｃ-２０５

����������	
（����������	）

２３，１００～
５０，８００円３ＤＫＨ３門原（桜井町）／Ｂ-２０３

�������（���������	
）

●募集する住宅●

・※の住宅は、高齢者・身体障害者世帯などの人のみ申
し込みができます。
・募集期間中に応募がない場合は、２月２４日�から２８日
�まで先着順に受け付けます。
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子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
の
た
め

に
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る
今
年
４
月
採

用
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
▼
１
人　

対
象
▼
小
学
校
・

養
護
・
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
看

護
師
ま
た
は
保
健
師
の
資
格
・
免
許

の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

パ
ソ
コ
ン
初
級
程
度
の
操
作
が
で
き

る
人　

業
務
内
容
▼
同
セ
ン
タ
ー
の

会
員
間
の
育
児
に
関
す
る
相
互
援
助

活
動
の
調
整
な
ど　

勤
務
時
間
▼
月

〜
金
曜
日（
業
務
に
よ
っ
て
土
・
日

曜
日
に
勤
務
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
）の
う
ち
週
２
〜
３
日　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分　

３０

１５

賃
金
▼
１
時
間
当
た
り　

円
、
通
勤

９９０

割
り
増
し
１
日　

円　

申
し
込
み
・

２００

問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
ま
で
に

１４

写
真
を
つ
け
た
履
歴
書
に
資
格
証
明

書
を
添
え
て
市
役
所
西
会
館
内
児
童

課
へ

　

平
成　

年
度
新
設
の
児
童
ク
ラ
ブ

１７

（
東
部
・
高
棚
・
志
貴
・
桜
町
・
今

池
）は
、定
員
に
余
裕
が
あ
る
た
め
児

童
ク
ラ
ブ
員
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

対
象
▼
学
校
の
放
課
後
、
家
庭
に
保

護
者
の
い
な
い
小
学
１
〜
３
年
生
の

児
童
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
ク
ラ
ブ

に
自
分
で
通
え
る
子　

開
設
日
▼
４

月
１
日
〜
翌
年
３
月　

日
の
月
〜
土

３１

曜
日（
日
曜
日
と
祝
日
・
年
末
年
始

は
休
み
）　

時
間
▼
放
課
後
〜
午
後

６
時　

分（
土
曜
日
、
夏
休
み
な
ど

４５

は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時　

分
）

４５

利
用
料
▼
月
額
５
２
０
０
円
と
お
や

つ
代
１
０
０
０
円（
８
月
は
８
６
０

０
円
と
お
や
つ
代
１
０
０
０
円
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２
月
１

日�
〜　

日�
に
市
役
所
西
会
館
内

１５

児
童
課
へ　

※
申
込
用
紙
は
同
課
に

あ
り
ま
す
。

■
民
間
の
学
童
保
育
も
入
所
児
童
を

募
集
し
ま
す

　

指
導
員
と
と
も
に
お
や
つ
の
手
作

り
、
戸
外
遊
び
な
ど
生
き
生
き
と
放

課
後
を
過
ご
し
ま
す
。
短
期
入
所
も

随
時
受
け
付
け
ま
す
。
開
設
時
間
、

利
用
料
金
な
ど
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

民
間
児
童
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.g
e
o
c
itie
s
.jp
/
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）
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ（
昭
和
町
／�

〈　

〉３
６
６
４
）　

７４●
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ（
花
ノ
木
町
／

�
〈　

〉４
４
０
０
）　

７４
●
つ
く
し
ク
ラ
ブ（
緑
町
／�
〈　

〉
７６

７
５
６
７
）　

●
み
つ
ば
ち
ぶ
ん
ぶ
ん
ク
ラ
ブ（
住

吉
町
／�
〈　

〉７
７
０
２
）　

９８
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募

集

児
童
ク
ラ
ブ
員

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
職
員

消防出初式で優秀団体・団員に
表彰状を授与

��������	

��������	

���������

��������	

��������	


���������

�������

���������	
��
����������

��������	
��
��������

〈敬称略〉
◆主な表彰受賞者◆

■愛知県消防協会長表彰
　●功労章第２号（消防団在職２０年以上）
　　　西尾分団　畑中　 香 　

かおる

■安城市長表彰
　●特別優良分団
　　　城ヶ入分団（愛知県消防操法大会出場）
　●優良分団
　　　志貴・高棚・藤野分団
　●精績章（分団長を満２年以上勤続）
　　　池浦分団　石川 貴  信 

たか のぶ

　●優良婦人防火クラブ表彰
　　　今池・赤松婦人防火クラブ
■安城市議会議長表彰
　●優良分団
　　　古井・二本木・小川分団

◆問い合わせ　防災室◆

悪質商法にご注意ください

●不要ならば、はっきり「いりません！」と断る。
●その場で契約したり、お金を渡さない。
●契約後でもあきらめない。
　クーリングオフ（無条件解約）制度を使うなど解約で
きることもあります。困った時は早めにご相談を。

◆消費生活相談窓口・問い合わせ◆
市役所相談室�火曜日午前９時～午後２時３０分
西三河県民生活プラザ（�０５６４〈２７〉０９９９）�

月～金曜日午前９時～午後４時３０分

「まち」の安全は
オレたちが守る !

!

＜具体的な例＞
①点検商法　「配水管の点検サービス中です」
　　　　　　点検し、危険！と不安をあおる。
②催眠商法　「すぐそこで卵をタダで配ってますよ！」
　　　　　　「無料」で誘って高額商品を売る。
③空き店舗での健康講座商法
　　　　　　「長生きしたい？無料講座開催中ですよ」
　　　　　　薬ではない健康食品などを売りつける。
④紳士録商法　「掲載代金または削除料の支払いを」
　　　　　　一方的に掲載したと言い、代金請求。
⑤送りつけ商法　「振込用紙・代金引換で支払いを」
　　　　　　いきなり商品を送りつける。福祉団体や
　　　　　　ＮＰＯを名乗り良心につけこむ場合も。

�����������	
��
���

���今度はあなたが　　　
になってしまうかも
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車
標
章（
駐
車
可
の
標
章
）の
交
付
基

準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
人
は
、
各
管
轄
の
警
察
署
交
通
課

で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
交
付
基
準
▼
心
臓
機
能
障
害

�
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
以
上（
今

ま
で
は
同
１
級
）　

腎
臓
機
能
障
害

�
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上（
今

ま
で
は
同
１
級
）

問
い
合
わ
せ
▼
障
害
援
護
課

　

安
城
市
国
民
健
康
保
険
で
は
加
入

者
の
皆
さ
ん
が
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度　

歳
・　

歳
に
な
る
人
に
は
、
無

３０

３５

料
で
受
け
ら
れ
る
人
間
ド
ッ
ク
利
用

券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
健
康
状
態
を
確
認
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。　

※
安
城
市
民
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。　

申

し
込
み
▼
健
康
課（
市
保
健
セ
ン
タ

ー
内
／�
〈　

〉１
１
３
３
）へ

７６

問
い
合
わ
せ
▼
健
康
課
ま
た
は
国
保

年
金
課

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
共
同
募

金
を
財
源
に
、
市
内
の
遺
児
で
新
入

学
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
入
学
祝
品
を
贈

呈
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
同
協

議
会
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
安
城
市
遺
児
手
当
受
給
世
帯

で
今
年
４
月
に
小
・
中
学
校
、
高
校

に
新
入
学
さ
れ
る
児
童
・
生
徒　

祝

品
▼
サ
ル
ビ
ア
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
万

円
分　

申
し
込
み
▼
２
月
末
日（
必

着
）
ま
で
に
、
①
所
定
の
申
請
書

②
対
象
児
童
・
生
徒
の
保
険
証
の
コ

ピ
ー　

③
認
め
印
を
持
っ
て
同
協
議

会
（
社
会
福
祉
会
館
内
／�
〈　

〉
７７

２
９
４
１
）へ　

※
申
請
書
は
社
会

福
祉
会
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
tt

 
 
  

p:   //   w
w
w
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か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

病
気
を
持
ち
な
が
ら
で
も
、
い
つ

ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
て
、
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
す
る
た
め
に
は
、
口
の

中
の
健
康
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

今
回
の
つ
ど
い
で
は
、
歯
の
健
康

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
「
口
の
中
の
健

康
」
を
保
つ
た
め
に
患
者
さ
ん
本
人

で
で
き
る
ケ
ア
、
家
族
が
患
者
さ
ん

に
で
き
る
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
２
時
〜
４

２４

時　

と
こ
ろ
▼
衣
浦
東
部
保
健
所
安

城
支
所　

対
象
▼
神
経
難
病
患
者
と

そ
の
家
族　

内
容
▼
保
健
所
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
話
と
実
技　

申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
ま

１７

で
に
同
保
健
所
安
城
支
所
地
域
保
健

グ
ル
ー
プ（�
〈　

〉７
４
４
１
）へ

７５

募
集
人
員
▼
若
干
名（
月
〜
土
曜
日

の
い
ず
れ
の
日
で
も
勤
務
で
き
る
人
）

応
募
資
格
▼
保
育
士
ま
た
は
教
員
資

格
を
有
す
る
人（
児
童
福
祉
司
ま
た

は
児
童
指
導
員
の
任
用
資
格
で
も
可
）

対
象
▼　

歳
く
ら
い
ま
で　

仕
事
の

５７

内
容
▼
児
童
ク
ラ
ブ
に
来
る
児
童
に

対
す
る
遊
び
や
生
活
の
指
導　

勤
務

地
▼
市
内
各
児
童
ク
ラ
ブ　

勤
務
日
・

時
間
▼
今
年
４
月
か
ら
、
週
２
〜
４

日
程
度
で
午
後
１
時　

分
〜
６
時　

１５

４５

分（
学
校
休
業
日
は
午
前
８
時
か
ら
）

賃
金
▼
１
時
間
当
た
り　

円　

申
し

９９０

込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
１４

ま
で
に
市
役
所
西
会
館
内
児
童
課
で

交
付
す
る
申
込
書
ま
た
は
市
販
の
履

歴
書
に
保
育
士
資
格
証
明
書（
登
録

中
の
人
は
そ
れ
が
わ
か
る
も
の
）ま

た
は
教
員
免
許
状
な
ど
を
添
え
て
同

課
へ

　

ご
み
ゼ
ロ
社
会
推
進
あ
い
ち
県
民

会
議
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
店
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
県
内
の
小
売
店
を
対
象
と
し
た

「
ご
み
ゼ
ロ
推
進
店
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
認
定
さ
れ
る
と
、
ご
み
ゼ

ロ
推
進
店
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
市
内
で　

店
舗
が
認
定
さ
れ

１０１

て
い
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
清
掃
課（
市
清
掃
事

業
所
内
）に
あ
り
ま
す
。

対
象
▼
次
の
い
ず
れ
か
を
実
施
ま
た

は
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
県
内
の

小
売
店　

①
簡
易
包
装
の
推
進　

②

使
い
捨
て
容
器
使
用
商
品
の
販
売
自

粛　

③
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
の
販
売
促

進　

④
空
き
缶
な
ど
の
回
収
、
資
源

化　

⑤
広
告
チ
ラ
シ
、
事
務
用
用
紙

な
ど
の
使
用
抑
制　

⑥
再
生
紙
な
ど

の
再
生
品
の
利
用
促
進　

⑦
販
売
品

の
修
理
サ
ー
ビ
ス
へ
の
積
極
的
取
り

組
み　

⑧
消
費
者
に
対
す
る
ご
み
の

減
量
化
・
再
生
利
用
の
呼
び
か
け

⑨
そ
の
他
、
店
の
創
意
工
夫
に
よ
る

ご
み
ゼ
ロ
の
取
り
組
み　

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
▼
２
月　

日�
か
ら
３

１５

月　

日�
ま
で
に
申
請
書
を
同
課

１５

（�
〈　

〉３
０
５
３
）へ　

７６

　

県
は
、
消
費
者
を
と
り
ま
く
様
々

な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の

推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
▼
①
危
険
な
商
品
、

不
当
な
取
引
や
表
示
、
生
活
必
需
品

の
需
給
・
価
格
動
向
な
ど
の
監
視
・

通
報　

②
消
費
生
活
に
関
す
る
調
査

及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答（
年
６

回
程
度
）　

③
生
活
必
需
品
な
ど
で
、

県
が
特
に
必
要
と
し
た
場
合
の
需
給
・

価
格
調
査　

④
消
費
者
行
政
に
関
す

る
意
見
・
要
望
の
提
出　

⑤
地
域
・

周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に
関
す
る

情
報
の
提
供　

⑥
モ
ニ
タ
ー
研
修
会

（
年
１
回
の
予
定
）へ
の
参
加　

募
集

人
員
▼　

人
程
度（
予
定
）　

応
募
資

３１０

格
▼
県
内
に
お
住
ま
い
の
満　

歳
以

２０

上
の
人（
公
務
員
、公
職
選
挙
法
に
よ

る
公
職
者
を
除
く
）　

任
期
▼
今
年

４
月
の
依
頼
日
か
ら
来
年
３
月
末
日

ま
で　

謝
礼
▼
１
年
に
つ
き
１
万
円

（
予
定
）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
２
月　

日�
ま
で（
消
印
有
効
）に
、

１６

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
県
民
生
活
部
県
民
課
中

央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ（�
　
〈　

〉６

０５２

９５４

１
６
３
）ま
た
は
西
三
河
県
民
生
活

プ
ラ
ザ（�
０
５
６
４〈　

〉０
８
０

２７

０
）へ　

※
応
募
用
紙
は
、各
県
民
生

活
プ
ラ
ザ
、
市
商
工
課
で
配
付
し
ま

す
。
ま
た
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

htt

（   

p://w
w
w
.pref.aichi.jp/

     
 
 
               kenm

in/

    
   

shohiseikatsu/

              m
onitor/

 
       
）に
も

掲
載
し
ま
す
。

　

今
年
１
月
１
日
か
ら
身
体
障
害
者

に
対
す
る
駐
車
禁
止
規
制
除
外
指
定

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

神
経
難
病
患
者
と

家
族
の
つ
ど
い

児
童
ク
ラ
ブ
厚
生
員

健
康

福
祉

・

身
体
障
害
者
に
対
す
る
駐

車
禁
止
規
制
除
外
指
定
車

標
章
交
付
基
準
の
変
更

入
学
祝
品
の
申
請
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
し
た

ご
み
ゼ
ロ
推
進
店

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う



�

　

こ
れ
は
、
田
畑
を
賃
貸
借
す
る
人

が
小
作
料
を
設
定
す
る
と
き
の
目
安

と
な
る
よ
う
に
定
め
た
も
の
で
、
今

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
農
業
委
員
会（
農

務
課
内
）

　

平
安
時
代
末
期
の
戦
禍
に
よ
り 
灰 かい

 
燼 
に
帰
し
た
、
古
都
奈
良
を
代
表
す

じ
んる

大
寺
・
興
福
寺
。
そ
の
鎌
倉
期
の

復
興
の
成
果
を
、
ゆ
か
り
の
宝
物
に

よ
り
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。

と
き
▼
２
月　

日�
〜
３
月　

日�

１１

２７

午
前　

時
〜
午
後
６
時（
入
館
は
５

１０

時　

分
ま
で
。
毎
週
月
曜
日
は
休
館
。

３０
３
月　

日�
は
開
館
、　

日�
は
休

２１

２２

館
）　

と
こ
ろ
▼
岡
崎
市
美
術
博
物

館　

観
覧
料
▼
一
般
１
０
０
０
円

（
前
売
り
券
及
び　

人
以
上
の
団
体

２０

料
金　

円
）、小
・
中
学
生　

円（
同　

８００

５００

４００

円
）　

※
各
種
障
害
者
手
帳
所
持
者

と
そ
の
介
助
者
は
無
料
。
前
売
り
券

は
２
月　

日�
ま
で
岡
崎
市
美
術
博

１０

物
館
、
同
文
化
国
際
課
、
同
各
支
所

ほ
か
で
販
売
中

■
講
演
会

①
「
興
福
寺
の
鎌
倉
期
復
興
を
め
ぐ

っ
て
」

と
き
▼
２
月　

日�
午
後
２
時　

講

２０

師
▼ 
多 た 
川 がわ 
俊 
し
ゅ
ん 
映 
氏（
法
相
宗
大
本
山

え
い

興
福
寺
貫
首
）　

②
「
興
福
寺
鎌
倉
復
興
期
の
諸
尊
」

と
き
▼
３
月　

日�
午
後
２
時　

講

１３

師
▼ 
鷲  
塚  
泰  
光 
氏（
奈
良
国
立
博
物

わ
し 
づ
か 
ひ
ろ 
み
つ

館
長
）　

定
員
▼
い
ず
れ
も　

人（
先
着
順
。

７０

午
後
１
時
か
ら
整
理
券
配
布
）

問
い
合
わ
せ
▼
岡
崎
市
美
術
博
物
館

（�
０
５
６
４〈　

〉５
０
０
０
）

２８

と
き
▼
２
月　

日�
午
前　

時　

分

１１

１１

３０

〜
午
後
３
時　

分　

と
こ
ろ
▼
西
尾

３０

市
文
化
会
館
ほ
か　

内
容
▼
市
民
茶

会
、
抹
茶 
粥 
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
石
臼

が
ゆ

を
自
分
で
ひ
い
て
抹
茶
を
つ
く
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
抹
茶
工
場
見
学
、
抹

茶
を
使
っ
た
料
理
教
室（
要
予
約
）な

ど
、
お
抹
茶
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
西
尾
市
茶
業
振
興
協

議
会（
西
尾
市
商
工
課
内
／�
０
５

６
３〈　

〉２
１
１
１
）

５６
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親と子の 対話がつくる よい家庭

　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。
これは家庭の持つ重要性について認識
を深め、一家団らんの時間を持てるよ
うにと、愛知県が定めたものです。
　家庭は、かけがえのない生活の基盤
であり、家族のふれあいと連帯感を深める場です。ま
た、子どもにとっては、人間としての生き方の基本を
学ぶ最も大切な教育の場です。
　この機会に、一人ひとりが明るく楽しい家庭を作る
ために何ができるかを考えてみましょう。たとえば、
家族みんなでごはんを作ったり、スポーツをしたり、
出かけたりしてみてはいかがですか。家族みんなで話
し合い、それぞれの家庭に合った楽しい「家庭の日」
を作ってみましょう。

��������	
��
������

　「家庭の日」である毎月第３日曜日に親子で利用す
る場合に限り、青少年の家体育室を無料で使えます。
卓球やバドミントンなど
にご利用ください。
●無料で使える時間帯●
午前９時～午後４時３０分

　　◆問い合わせ◆
青少年の家（�〈７６〉３４３２）

曜

　

市
国
際
都
市
友
好
協
会
で
は
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ホ
ブ
ソ
ン
ズ
・
ベ
イ
市
へ
地
元
作
家

の
作
品
を
寄
贈
し
ま
す
。
こ
の
事
業

は
文
化
交
流
事
業
の
一
環
で
、
同
市

へ
は
平
成
元
年
度
か
ら
実
施
し
て
お

り
、
作
品
は
同
市
の
市
民
に
大
変
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は

同
市
か
ら
も
芸
術
作
品
が
寄
贈
さ
れ
、

文
化
交
流
の
充
実
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
２
月
１
日�
か
ら　

日�
１５

ま
で
市
役
所
本
庁
舎
２
階
秘
書
課
前

の
廊
下
で
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
寄
贈
者
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

【
日
本
画
】
高
橋 
十  
三  
子 （
昭
和
町
）

と 

み 

こ

【
水
墨
画
】
森　
 
昌 
し
ょ
う 
川 （
今
池
町
）

せ
ん

【　

書　

】
横
山 
夕  
葉 （
桜
井
町
）

せ
き 
よ
う

【
写　

真
】
大
見 
敏  
昭 （
新
明
町
）

と
し 
あ
き

　

ま
た
、
友
好
都
市
で
あ
る
デ
ン
マ

ー
ク
の
コ
リ
ン
グ
市
か
ら
デ
ン
マ
ー

ク
人
作
家
ケ
ン
・
デ
ニ
ン
グ
氏
の
作

品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
の
で
併
せ
て

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。　

問
い
合
わ
せ
▼
市
国
際
都
市

友
好
協
会（
市
民
活
動
課
内
）

店
舗
名
称
▼
ラ
・
フ
ー
ズ
コ
ア
安
城

店（
箕
輪
町
）　

縦
覧
期
間
▼
５
月　
１１

日�
ま
で　

縦
覧
内
容
▼
開
・
閉
店

時
刻
や
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
時
間

帯
な
ど　

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ

▼
県
商
業
流
通
課（�
　
〈　

〉２
１

０５２

９６１

１
１
）、市
商
工
課

　

市
農
業
委
員
会
で
は
、
田
畑
の
標

準
小
作
料
を
、
農
産
物
価
格
と
生
産

経
費
と
の
状
況
か
ら
、
田　

ア
ー
ル

１０

当
た
り
１
万
６
０
０
０
円
、
畑　

ア
１０

ー
ル
当
た
り
１
万
３
０
０
０
円
と
決

定
し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
へ

地
元
作
家
の
作
品
を
贈
呈

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
係
る
届
出
書
を
縦
覧

標
準
小
作
料
を
改
訂

岡
崎
市
美
術
博
物
館
企
画
展

興
福
寺
国
宝
展

岡崎

第

回
抹
茶
の
日
記
念
事
業

１３

西尾

そ

の

他
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外国語併記の
情報ボックス

※申し込みや問い合わせは、日本語
でお願いします。
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